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一

、

昨

年

度

の

歩

み

を

顧

み

て

 

 
 

毎

月

第

二

日

曜

日

午

後

の

「

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

」

は

、

 

言

う

ま

で

も

な

く

、

私

た

ち

の

運

動

の

原

点

で

あ

り

、

真

に

平

 

和

を

求

め

、

平

和

を

裏

付

け

る

憲

法

第

九

条

を

守

り

抜

く

こ

と

 

を

願

っ

て

歩

き

続

け

、

今

年

の

六

月

一

〇

日

で

四

八

四

回

を

迎

 

え

た

。

特

に

二

月

は

、

行

進

開

始

満

四

〇

年

と

い

う

区

切

り

の

 

時

で

あ

り

、

ま

さ

に

「

継

続

は

力

な

り

」

を

、

自

ら

噛

み

し

め

 

つ

つ

の

行

進

で

あ

っ

た

。

 

  

こ

の

一

年

を

顧

み

る

と

き

、

残

念

な

が

ら

、

私

た

ち

の

代

表

 

委

員

で

あ

り

、

長

年

私

た

ち

の

平

和

運

動

の

先

頭

に

立

っ

て

下

 

さ

っ

た

溝

口

正

氏

が

五

月

一

〇

日

に

逝

去

さ

れ

た

こ

と

を

記

さ

 

ね

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

逝

去

の

報

は

、

私

た

ち

に

は

大

き

な

衝

 

撃

で

あ

り

、

言

葉

に

尽

く

せ

な

い

痛

手

で

は

あ

る

が

、

こ

れ

を

 

乗

り

越

え

、

同

氏

の

遺

志

を

継

い

で

前

進

し

た

い

と

願

う

も

の

 

で

あ

る

。

 

  

平

和

行

進

参

加

は

、

月

平

均

一

七

～

八

名

。

最

も

多

か

っ

た
 

の

は

六

月

と

十

一

月

の

二

三

名

で

あ

っ

た

。

個

人

や

ご

夫

妻

や
 

家

族

で

参

加

し

て

下

さ

る

方

な

ど

様

々

で

あ

る

が

、

皆

平

和

へ

 

の

熱

い

思

い

が

あ

る

か

ら

こ

そ

で

、

心

か

ら

の

感

謝

と

敬

意

を

 

表

し

た

い

。

 

 

ま

た

、

事

情

が

あ

っ

て

行

進

に

は

参

加

で

き

な

い

が

、

集

会

 

に

は

参

加

し

て

下

さ

る

方

や

、

会

費

や

宣

伝

カ

ー

に

関

す

る

カ

 

ン

パ

に

応

じ

て

下

さ

る

方

々

も

背

後

に

お

ら

れ

る

こ

と

を

も

忘

 

れ

て

は

な

ら

な

い

こ

と

で

あ

る

。

 

 

私

た

ち

の

訴

え

は

、

今

の

時

代

の

人

々

の

み

な

ら

ず

、

次

の

 

世

代

の

人

々

に

「

戦

争

を

し

な

い

・

で

き

な

い

平

和

憲

法

を

残

 

す

か

、

そ

れ

と

も

憲

法

を

変

え

て

戦

争

を

す

る

国

を

残

す

の

か

 

？

」

と

い

う

選

択

の

問

い

か

け

に

尽

き

る

と

思

わ

れ

る

。

 

 
 

私

た

ち

は

、

武

装

な

き

世

界

平

和

を

保

証

し

、

作

り

出

す

憲

 

法

第

九

条

を

高

々

と

掲

げ

、

日

本

の

す

べ

て

の

人

々

と

全

世

界

 

の

人

々

と

が

手

を

取

り

合

っ

て

、

真

の

世

界

平

和

を

実

現

し

ょ

 

う

と

、

道

行

く

人

々

等

に

今

後

も

呼

び

か

け

て

行

き

た

い

と

思

 

う

。

そ

の

思

い

で

、

平

和

行

進

を

継

続

す

る

と

共

に

、

幾

つ

か

 

の

集

会

を

他

団

体

と

共

催

し

て

開

催

し

た

（

詳

細

は

経

過

報

告

 

参

照

)

。

 

 
 

こ

の

よ

う

に

、

講

演

会

・

映

画

上

映

・

街

頭

宣

伝

な

ど

を

通

 

し

て

憲

法

九

条

を

守

り

抜

く

努

力

を

重

ね

た

。

そ

の

他

、

浜

松

 

市

や

自

衛

隊

北

基

地

に

対

し

て

航

空

祭

の

中

止

な

ど

の

交

渉

を

 

行

い

、

ま

た

、

政

教

分

離

の

原

則

に

立

っ

て

、

浜

松

市

主

催

の

 

八

月

一

五

日

・

戦

没

者

追

悼

平

和

祈

念

式

に

、

静

霊

奉

賛

会

の

 

協

賛

を

受

け

な

い

よ

う

に

申

し

入

れ

を

し

、

さ

ら

に

出

前

講

座

 



で

、

市

側

と

の

協

議

を

行

っ

た

。

 

  

二

、

国

内

情

勢

に

つ

い

て

 

 
 

昨

年

九

月

、

小

泉

政

権

が

幕

を

下

ろ

し

た

後

に

、

安

倍

内

閣

 

が

発

足

し

た

。

し

か

し

、

安

倍

内

閣

は

、

当

初

か

ら

、

憲

法

改

 

正

を

掲

げ

、

さ

ら

に

「

戦

後

レ

ジ

ー

ム

(

体

制

)

か

ら

の

脱

却

」

 

と

い

う

ス

ロ

ー

ガ

ン

の

も

と

に

、

結

局

は

、

戦

後

確

立

さ

れ

た

 

平

和

と

民

主

主

義

と

を

壊

し

始

め

た

。

 

 

言

い

換

え

れ

ば

、

国

家

統

制

を

目

論

み

、

ア

メ

リ

カ

と

の

協

 

力

を

ま

す

ま

す

強

め

る

中

で

、
「

美

し

い

国

」

と

い

う

美

名

の

 

も

と

、

誰

で

も

持

つ

「

愛

国

心

」

に

重

ね

合

わ

せ

、

内

容

的

に

 

は

天

皇

中

心

の

日

本

国

を

立

て

上

げ

よ

う

と

し

て

い

る

。

 

 

つ

ま

り

、

こ

れ

ら

の

安

倍

首

相

の

行

動

の

裏

に

は

、

明

確

に

 

米

国

に

前

面

協

力

す

る

と

い

う

姿

勢

が

あ

り

、

言

う

な

れ

ば

米

 

国

の

「

押

し

つ

け

」

に

よ

る

言

動

と

言

わ

ざ

る

を

得

な

い

。

 

 

ま

た

一

方

、

憲

法

改

正

が

出

来

な

い

こ

と

を

想

定

し

て

か

、

 

憲

法

改

正

を

し

な

く

て

も

、

武

力

行

使

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

 

た

め

に

、

従

来

は

、

内

閣

法

制

局

の

見

解

で

は

憲

法

違

反

と

判

 

断

し

て

い

た

集

団

的

自

衛

権

の

解

釈

変

更

を

行

お

う

と

し

て

有
 

識

者

懇

談

会

を

設

置

し

た

（

〇

七

年

六

月

）
。

 

 

こ

の

よ

う

に

、

憲

法

改

正

を

様

々

な

角

度

か

ら

考

え

、

何

が

 

何

で

も

合

法

的

に

武

力

を

持

と

う

と

す

る

の

が

、

現

在

の

安

倍

 

政

権

で

あ

る

と

言

わ

ざ

る

を

得

な

い

。

 

 

こ

の

ま

ま

で

行

け

ば

、

当

然

な

が

ら

、

イ

ラ

ク

戦

争

の

よ

う

 

な

武

力

行

使

に

も

追

従

す

る

こ

と

と

な

り

、

ま

さ

に

合

法

的

に

 

戦

力

を

持

ち

、

戦

争

に

荷

担

す

る

道

へ

と

進

み

ゆ

く

こ

と

と

な

 

る

ほ

か

は

な

い

。

 

  

上

記

の

よ

う

な

安

倍

政

権

が

、

さ

ら

に

行

っ

た

こ

と

は

、

 

①

教

育

基

本

法

の

改

悪

。

 

 

現

憲

法

に

立

ち

、

平

和

と

人

権

が

守

ら

れ

る

中

で

、
「

ひ

と

 

 

り

一

人

の

子

ど

も

の

た

め

」

に

重

点

を

お

い

た

教

育

が

な

さ

 

 

れ

て

き

た

の

に

､

「

国

家

の

た

め

の

教

育

」

へ

、

即

ち

、

教

 

 

育

へ

の

国

家

介

入

が

始

ま

り

、

国

の

た

め

に

死

ね

る

よ

う

な

 

 

教

育

が

始

め

ら

れ

る

道

が

整

っ

た

と

言

っ

て

も

良

い

…

。

 

②

「

防

衛

庁

」

か

ら

「

防

衛

省

」

へ

の

昇

格

 

 
 

こ

れ

も

、

安

倍

首

相

が

、

合

法

的

に

戦

争

が

で

き

る

よ

う

に

 

 

す

る

た

め

の

大

い

な

る

準

備

の

一

つ

で

あ

る

。

 

 
 

そ

し

て

、

こ

の

二

つ

は

、

〇

六

年

一

二

月

一

五

日

に

、

同

 

 

日

可

決

さ

れ

て

い

る

。

 

③

国

民

投

票

法

案

可

決

(

〇

七

年

五

月

一

四

日

)

。

こ

れ

こ

そ

、

 

 

安

倍

首

相

が

一

番

待

ち

望

ん

だ

法

案

成

立

で

あ

る

。

 

 
 

し

か

し

、

こ

の

法

案

に

は

一

八

項

目

の

付

帯

条

件

が

付

け

 

 

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

、

見

切

り

発

車

的

な

、

審

議

不

十

分

の

 



 
も

の

で

あ

り

、

な

り

ふ

り

構

わ

ぬ

安

倍

首

相

の

姿

勢

が

明

ら

 

 
か

に

な

っ

て

い

る

。

 
 

 

・

い

ず

れ

に

せ

よ

、

憲

法

改

正

の

道

は

誠

に

残

念

な

が

ら

整

え

 

 

ら

れ

て

き

た

。

あ

と

に

残

さ

れ

て

い

る

道

は

、

ま

ず

は

夏

の

 

 

参

議

院

選

挙

で

あ

り

、

護

憲

勢

力

の

奮

起

を

願

い

精

一

杯

の

 

 

応

援

を

し

よ

う

で

は

な

い

か

！

 

三

、

具

体

的

な

活

動

方

針

 

 

（

一

）

日

本

国

憲

法

を

改

悪

か

ら

守

る

た

め

、

あ

ら

ゆ

る

知

恵

を

 

 
 

出

し

合

い

、

最

善

の

方

法

と

努

力

を

行

う

。

 

 
 

①

「

憲

法

」

は

、

権

力

を

抑

制

し

、

個

人

の

人

権

・

自

由

・

 

 
 

 

権

利

を

政

府

に

守

ら

せ

る

ト

リ

デ

で

あ

る

こ

と

を

訴

え

、

 

 
 

 

市

民

に

よ

り

自

覚

を

促

す

。

 

 
 

②

日

本

は

「

天

皇

中

心

の

神

の

国

」

で

は

な

く

、
「

国

民

中

 

 
 

 

心

の

民

の

国

」

で

あ

る

。

即

ち

、
「

君

が

代

」

で

は

な

く

、

 

 
 

 

「

民

が

代

」

で

あ

る

が

故

に

、

国

民

主

権

を

堅

持

す

る

運

 

 
 

 

動

を

強

化

す

る

。

 

 
 

③

講

演

会

、

決

議

、

抗

議

文

、

署

名

、

ビ

ラ

配

り

、

交

渉

な

 

 
 

 

ど

、

臨

機

応

変

に

対

応

す

る

。

 

 
 

④

「

二

･

一

一

｣

「

五

･

三

｣

「

六

・

一

八

｣

「

八

･

一

五

」

等

、

 

 
 

 

「

浜

松

・

憲

法

九

条

の

会

」

や

「

愛

・

平

和

の

会

」

を

は
 

 
 

 

じ

め

他

の

市

民

団

体

と

協

力

し

て

行

う

。

 

 
 

 
 

⑤

改

憲

に

関

す

る

あ

ら

ゆ

る

策

謀

を

見

張

る

。

 

（

二

）

平

和

遺

族

会

を

は

じ

め

、

そ

の

他

の

市

民

団

体

と

も

協

力

 

 
 

し

、

基

地

撤

去

等

を

目

指

し

て

「

平

和

都

市

・

浜

松

」

の

実

 

 
 

現

に

努

力

す

る

。

５

頁

に

続

く

 

  

５

頁

よ

り

 

（

三

）

安

倍

首

相

、

石

原

都

知

事

ら

の

靖

国

神

社

参

拝

に

抗

議

し

、

 

 
 

政

教

分

離

、

信

教

の

自

由

の

原

則

に

基

づ

い

て

行

動

す

る

よ

 

 
 

う

に

強

く

要

請

し

、

靖

国

神

社

、

護

国

神

社

、

静

霊

奉

賛

会

 

 
 

の

問

題

も

継

続

し

て

た

た

か

う

。

 

（

四

）

憲

法

学

習

活

動

を

強

化

し

、

平

和

行

進

等

の

準

備

の

た

め

 

 
 

に

毎

月

一

回

役

員

会

を

開

催

す

る

。

 

（

五

）

会

員

増

加

は

急

務

で

あ

る

。

い

っ

そ

う

努

力

す

る

。

 

（

六

）

年

末

に

宣

伝

カ

ー

維

持

の

た

め

の

カ

ン

パ

活

動

を

行

う

。

 

  
 

 

「

溝

口

 

正

先

生

と

の

出

会

い

」

 

  
 

私

た

ち

の

大

き

な

導

き

手

で

あ

っ

た

溝

口

先

生

が

逝

去

さ

れ

た

。

 

昨

年

一

二

月

の

「

浜

松

・

憲

法

九

条

の

会

結

成

二

周

年

集

会

」

や

、

 

今

年

の

「

二

・

一

一

集

会

」

を

休

ま

れ

た

と

な

る

と

、

あ

ま

り

良

 

く

な

い

の

か

な

、

と

考

え

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

 

 

先

生

と

の

お

交

わ

り

は

、

も

う

三

七

年

前

に

遡

る

。

 

 

神

学

校

を

卒

業

す

る

前

年

の

一

九

六

九

年

、

戦

後

最

大

の

悪

法

 



と

言

わ

れ

た

「

靖

国

神

社

国

家

護

持

法

案

」

国

会

に

提

出

さ

れ

た

。

 
そ

の

翌

年

に

卒

業

し

、

袋

井

教

会

に

赴

任

し

た

。

 

 

政

治

的

な

こ

と

は

、

バ

リ

バ

リ

す

る

つ

も

り

は

な

か

っ

た

が

、

 

憲

法

の

こ

と

、

こ

の

問

題

は

、

自

分

た

ち

の

信

仰

に

関

わ

る

こ

と

で

あ

る

か

ら

、

 

最

低

の

こ

と

は

し

な

い

と

後

で

後

悔

す

る

よ

う

に

思

い

、

 
 


